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暗黒の状況から明るい未来に向けてスタートする

ことを意味しているようです。

何か課題があったり大きな壁にぶつかったりし

たときに、打開策はやはり「発想の転換」です。

今回のコロナ禍の中で、働き方改革の今後の進め

方については、大きなヒントがありました。今ま

で超過勤務をしてきたことが、今回のことで本当

に必要なものは何なのか考えることができたので

す。学校行事や対外的な行事等も、中止や延期に

なりましたが、今後の行事のあり方について、じ
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っくり考えるチャンスをいただいたとも言えま

す。子どもたちに必要な資質を育て、その行事の
発行人 会 長 菊 池 篤 志

目的を果たすための手段は、今までのやり方では

なくてもできるのではないか、ということです。

新しい時代の夜明け 今までの思考を一端白紙に戻し、改めて考え直す

～発想の転換を～ というぐらいの発想の転換が必要なのではないで

しょうか。その際、教育の本質はそぎ落とすこと

東西しらかわ小学校長会長 菊池 篤志 がないように考えていくことは、もちろん当然の

（白河市立白河第一小学校長） ことです。新しいアイディアで、充実した学校経

現在、コロナ禍の中で「新しい生活様式」が求 営ができるよう工夫していきたいものです。是非、

められ、常に３密対策を念頭に置いた生活を余儀 良いアイディアは校長会で共有し、県南の学校が、

なくされています。しかし、「このような生活に 児童が、教職員がより良い方向で進んでいけるよ

追いやられている」と考えるのか、「新しい考え う頑張っていきましょう。そして、県南に留める

で新生活をスタートできる」と考えるのかは心の ことなく、全県に広めていきたいものです。

持ちようで大きく変わってきます。 「指南」という言葉があります。「史書」に記

私たちは、９年前、東日本大震災を経験しまし 載があり、伝説の皇帝である黄帝が、敵の人工的

た。震災後の状態をどう抜け出したら良いのか途 に霧を起こして目くらましをした作戦に対峙する

方に暮れていた時期がありましたが、程なく新し 際、常に南を向く「指南車」をつくらせ、方向を

い生活に切り替え、様々なアイディアを産みだし、 示させました。このことが語源となっています。

ピンチをチャンスに変えてきたのです。その経験 その後、常に南を指す「指南」車のことが、「教

から学んだことが、今回のコロナ禍の中でも活か え導くこと」という意味となったのです。

されていると思います。この大変な中ですが、何 福島県の県南は最も南に位置する地区です。ど

となく、「打開できる」「発想を変えてプラスの うしても県北や県中が中心のように考えられがち

方向に」と考えることができるのは、東日本大震 ですが、教育界では、県南が全県をリードするタ

災後のすさまじい体験があったからこそではない グボートのような役割を果たしていけるのではな

かと思えるのです。 いかと思います。発想を転換し、旧来のシステム

本紙「南至」は、現白河市教育委員会芳賀祐司 を根本から考え直し、効率的で効果の高い教育を

教育長が小学校長会長のときに命名したもので 推進していくことができれば、他地区の先生方は

す。「南至」とは、「冬至」と同義語で、太陽が 「県南に倣（なら）え」「県南を目指せ」となる

軌道上の最も南に来るときのことで、夜が最も長 でしょう。それこそが「指南」であります。

く、昼が短い日を指します。この日を境に、今ま 「南至」と「指南」、この２つの言葉は、これ

で衰えていた太陽の力が次の日から再び勢いを増 からの東西しらかわ小学校長会を更に発展させて

していくことになり、新しい年の始まりを意味す いくための方向性を示した言葉だと思います。会

るものでもあります。まさしく、コロナ禍という 員みんなで一丸となって進めていきましょう。
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輝きを増すために 新任校長として

白河市立白河第二小学校長 井上久仁夫 白河市立小田川小学校長 大内 利典

４月６日、教員になって初めての校庭での着任 新任校長として着任し、３ヶ月が経ちました。

式。引き続き行われた始業式では季節外れの雪。 校長室から見える景色も、まだ冬枯れの山々の木

「校長が南会津から連れてきたのでは・・・」と 木が新緑に染まり、さらには生命の力強さを感じ

囁かれながらも何とか担任発表まで終了。そんな る深緑へと移り変わりました。

中でも整然と並び、教職員に注意される姿もなく、 全校児童７１名、教職員１４名の小田川小学校

しっかりとした態度で話を聞く子供たち。感動を は、学校全体がひとつの家族のような学校です。

覚えるとともに、白河二小のレベルの高さを感じ 教職員はすべての児童の担任との自覚を持ち、全

ることができました。 員が情報を共有し、迅速に対応することができて

私は、昭和６０年４月、大学を卒業してすぐに います。子どもたちも友達のよさを分かっており、

新採用教員として本校に着任し、４年間勤務しま 相手を認め、ともに学び育とうという雰囲気が醸

した。当時は児童数１０００名を超え、教頭先生 成されています。

も２人配置されていました。毎年の研究公開には 小田川小学校は明治２２年小田川尋常小学校と

５００名くらいの参観者を迎え、教室に４０名の して設置された歴史ある学校です。夏の｢親と子

子供たちと５０名もの先生方が入り、めあてを書 の集い｣、冬の「ひな祭り餅つき大会」などは、

く手が震えていたことを思い出します。 地域の方の協力を得ながら４０年以上続いている

学びの原点である「主体的な学習態度の育成」 伝統的行事だとのこと。地域の皆様も日頃から見

をテーマにした研究公開も昭和４２年から今年度 守り活動などに積極的に協力してくださるなど、

で３８回目を迎えます。伝統に誇りを持ちながら 「子どもは地域の宝」という思いがひしひしと伝

も、よりよいものを探求し続けようとする若さ溢 わってきます。校長として、これら地域･保護者

れる教職員の力量をさらに高めて、子供たちに還 の皆様の思いや願いに真摯に答えていくことの重

元していこうと思います。そのために校長として 要性と責任を強く実感しています。今年度は、新

何ができるのかを日々考えています。 型コロナウイルス対策のため、例年実施している

感染症の影響で先の見通しを立てることが難し 行事がやむなく中止、延期になっています。申し

い中、本校では休校期間中にカリキュラムマネジ 訳なく思いながら保護者に伝えると、「子どもの

メントの研修会を開催し、合科、クロスカリキュ 生命が一番ですから。」とのお言葉をいただきま

ラム、そしてカリキュラムマネジメントという視 した。大切なお子さんをお預かりしている学校の

点で各学年の教育課程の見直しを行いました。各 長として、しっかり責任を果たしていかなければ

教科・領域のバランスを考え、ねらいをしっかり との思いを、改めて強く持ちました。

押さえながら、できるだけ指導内容の重複を避け 私事ですが、県南地区への赴任は初めてで、東

ることで多くの時間を生み出すことができまし 西しらかわ校長会の諸先輩方へは大変ご迷惑をお

た。全学年、少し明るい見通しを持ちながら、教 かけしておりますが、電話での質問等にも丁寧に

育活動を再開することができました。 対応していただき、何とかここまでやってくるこ

現状では、日常を取り戻すにはまだ時間がかか とができました。本当にありがとうございます。

りそうですが、意欲的な子供たちと教職員という 単身赴任で平日はアパートに一人暮らしです

宝物がより一層輝きを増すように精一杯務めてい が、時間を見付けて白河市内を散策するようにし

きたいと思います。 ています。乙姫桜のそばに戊辰戦争の碑を見付け、

東西しらかわ小学校長会の皆様には大変お世話 苦難の歴史に思いを馳せたり、谷津田川復元水車

になります。情報を共有しながらよりよい教育活 に往時を偲んだり、日々新しい発見があります。

動を進めていきたいと思います。よろしくお願い 白河のよいところを自らたくさん学んで、子ども

いたします。 たちにも伝えていけたらと思います。今後ともよ

ろしくお願いいたします。
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「それが『創造性』というものです」 「原点に立ち返りながら」

白河市立五箇小学校長 大倉 幸子 白河市立みさか小学校長 根本 秀一

私は６年間複式学級で小学校生活を送りまし ３年ぶりに学校現場で勤務することになりまし

た。自分の学年が１１人、下の学年が１０人、合 た。当然、初めて勤務する学校ですので、また、

計２１人と、かなり大所帯の複式学級でした。担 前職で、学校で起きる様々な出来事にかかわって

任の先生が下の学年にわたっている時は、もちろ きたことから、日々、子どもたちや先生方ととも

ん自習・・・というか、主体的・協働的に勉強を にいる喜びを味わいながらも、いつも何か起きる

進めるしかありませんでした。 かもしれないという言い知れない不安を感じて過

そんな中、私たちが何か工夫した活動をした時 ごしています。今回の新型コロナウイルス感染症

には、担任の先生はいつも、「それが『創造性』 がなければ、授業参観や運動会を始め多くの営み

というものです」と締め括るのでした。それが学 が繰り広げられ、活躍する子どもや課題を持った

級の合言葉となり、級友同士で『創造性』を創造 子どもを自然に理解し、また、地域の方々と接す

し、「それが『創造性』というものです。」と声 る機会もあり、今ほどの不安を感じることはなか

を掛け合っていたような記憶があります。 ったかもしれません。先生方と言葉を交わし、教

あれから半世紀近くが過ぎ、この４月新任校長 室訪問をし、子どもたちの様子を見て、聴く毎日

として五箇小学校に赴任し、新型コロナ感染症対 です。

応に奔走する日々を送っています。先が見えず、 創立２４年を迎えるみさか小学校は、各地で子

決断に迷いながらも、試行錯誤で進める中、ふと ども見守り隊が結成された当時、その手本ともな

蘇った「それが『創造性』というものです。」の った、地域活動が盛んな学校で、読み聞かせを始

フレーズ。 めとする地域ボランティアの方々に支えられ、地

当時の担任の先生は、令和という未来に、イン 域と一体となって教育活動を展開してきた学校で

ターネットや AI が普及し、新型コロナ禍により す。先日は、学区内にある企業から、事務所近く

生活が変わることなどは、予想していたわけでは に設置した自動販売機の売り上げが一定の金額に

ないと思います。しかし、問題や困難を乗り越え 達したので、是非ＰＴＡ活動に役立ててほしいと

ていくために『創造性』が役に立つことは承知の のお話がありました。正に地域とともに歩んでい

上だったのです。「創造性を働かせる」という種 る学校です。これまで２３年間、歴代の校長先生

を蒔いてくれた当時の先生と学校、そして育てて 方と職員の皆さんが、子どもたちはもちろん、保

くれた地域には、今更ながら感謝しかありません。 護者、地域の方々の信頼を得、創り上げてきたも

これから１０年先、２０年先、５０年先・・・ のであることを考えると、責任の重さに身が引き

どんな政治的、経済的な状況が生じるかは、誰も 締まる思いです。

知ることができません。あるいは、経験したこと 一方で、特別な、しかも手厚い支援を必要とす

のない災害が起きるかもしれません。それでもた る子どもが多く、校長室は、それらの子どもたち

くましく課題に挑み、一人ひとりが自分らしく幸 の最後のクールダウンの場所、という役割も担っ

せな人生を歩んでもらうために、学校は在らねば ています。

ならないと考えます。 気がつけば残り２年となりました。校長は、自

未来を創る人材を育てる・・・尊い役目を負う ら判断しその責任を負います。子どもを中心に据

校長となった今こそ創造性を発揮し、目の前の子 えて判断するにしても、迷うことも多々あると思

ども達が自ら問題に取り組み、乗り越え、他人と います。これまでの先輩方のご指導や同僚の先生

協力しながら自己実現を図っていけるよう、仕掛 方の姿勢、出会ってきたたくさんの子どもたちの

けを整備していこうと思います。 ことを思い出し、また、原点となる教員になった

東西しらかわ校長会の先生方には、大変お世話 思いに立ち返りながら、校長会の皆様と手を携え

になります。どうぞよろしくお願いいたします。 て、自らの力を発揮することができるよう努めて

いきたいと考えています。
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「温故知新」 初心不可忘

白河市立釜子小学校長 仁科 英俊 白河市立信夫第一小学校長 金子 秀則

４月１日初めての出勤！ 「お帰りなさい。」「待ってたよ。」

「温故知新」と彫られた石 ４月の総会の折に、校長先生方からたくさんの

碑が目に入ってきました。 温かいお言葉をいただきました。久しぶりに県南

本校の創立１００周年の記 の学校現場に戻った懐かしさと、育てていただい

念碑でした。 た先輩方とまた一緒にお仕事をすることができる

創立１００周年を迎えたのは昭和４９年、今か うれしさで、思わず胸が熱くなりました。

ら４６年前になります。昭和４９年頃の時代背景 そんな令和２年度の始まりに、私の心に浮かん

としては、教育界では「高度経済成長後の経済・ だ言葉は、やはり「初心不可忘（しょしんわする

社会活動の複雑・高度化に伴い必要とされた知識 べからず）」。世阿弥が記した「花鏡」にある、

量の増大を、学校の質を上げることで対応する」 その３つの意味を思い出しました。

とされ、学習指導要領の改訂により教育内容の増 まずは、「是非の初心忘るべからず」。以前の

大及び現代化が進められていました。また、スポ “非”を知ることが以後の“是”となる、とのこ

ーツ界では長嶋茂雄氏現役引退、芸能界では故志 と。「初めの新鮮な気持ちを忘れるな」との誤解

村けん氏ザ・ドリフターズ正式加入などが挙げら が一般に広まっているようですが、「稽古の進歩

れます。この時代背景の中で、どうして「温故知 を計る座標のために、初心の未熟な芸もとってお

新」という熟語を彫ることにしたのかは明らかで け」というのが世阿弥の真意のようです。新任校

はありませんが、明治７年５月に創立され、明治 長の時の未熟な自分を決して忘れることなく、２

２６年には現在地に新校舎が新築されたという、 校目での校長職をひたむきに務めてまいります。

歴史ある学校。「歴史をもう一度見つめ考え、そ 次に、「時々の初心忘るべからず」。一つの初

して新しい時代に向けての学びを充実させる！」 心を乗り越えた時、またすぐに新しい時点での初

というメッセージだったのではないかと考えまし 心と遭遇します。つまるところ、毎日が新しい初

た。 心の連続であり、果てしない初心の積み重ねが、

平成１７年には合併で白河市になり、令和元年 無限の芸の可能性につながる、と世阿弥は言うの

７月には校舎新築・改築の落成式典開催と、時の です。初めての信夫第一小学校勤務で、初めての

流れとともに変化を遂げてきました。 先生方、初めての子どもたち、初めての保護者と

そして、今年。新型コロナウイルス感染症の影 出会いました。日々の教育活動も、新型コロナウ

響で、教育活動の中止・延期、実施と判断を迫ら イルス感染症への対応も、初めてのことばかりで

れることが多くあります。授業時数の確保と学び す。悩んだり迷ったりすることも多いのですが、

の保障は？水泳指導は？運動会は？学習発表会 その都度立ち止まり、一つ一つの初心を真摯に乗

は？そんな時に、脈々と繋がってきた本校の歴史 り越え、着実に進歩できるように努力してまいり

を見つめ直しながら、「学校における新しい生活 ます。

様式」や現在の状況を正しく把握し、判断してい 最後に、「老後の初心忘るべからず」。世阿弥

きたいと考えています。 の時代の老後は、“５０歳過ぎ”のようです。能

これまで歴代３４名の校長先生方も、それぞれ 一筋に生きて、５０歳過ぎともなれば、名人であ

の時代背景の中で、いろいろな判断や決断に迫ら り、尊敬され、奉られることでしょう。そうした

れることがたくさんあったことでしょう。その時 老後においてもおごることなく、老後ならではの

時で、悩み苦しみ、それでも目の前にいる子ども 初心を忘れてはならない、と世阿弥は説きます。

達のことを第一に考え、釜子小学校の伝統と校風 私は、つい最近、５０歳になったのですが、老後

を見つめ直しながらここまで繋がって来たのだと の初心については、定年退職後に改めてじっくり

思います。私もその中の一人として、「温故知新」 考えることにします。

を大切にしながら頑張っていきます。 どうぞよろしくお願いいたします。
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大屋の四季 「成長」のモニュメント

西郷村立熊倉小学校長 渡邉 康一

白河市立大屋小学校長 板橋 敬史 ２０年ぶりに熊倉小学校に勤務することになり

「大屋の里を訪れて、四季折々の姿を肌で感じ、 ました。当時は、ミニバスケットボールの指導と

何気ない人の温かさにふれてみませんか。」 花いっぱいコンクールに向けた園芸作業を頑張っ

どこかの観光地のキャッチコピーのような言葉 ていたことが鮮明に思い起こされます。そして、

ですが、大屋小学校の校長室には、この言葉が入 当時の教え子やお世話になった地域の皆様との再

った額が飾られています。 会を楽しみに赴任しました。

少し補足をすると、その額にはこの言葉だけで ４月に赴任してまず目にしたのは、「成長」の

なく、本校の四季を写した写真が貼られていて、 モニュメントです。私が平成８年に着任したとき

季節ごとの写真一つ一つに、それぞれ次のような に、新校舎落成とともに創立１２０周年記念（ゆ

コメントが添えられています。 ずり葉運動）で、公募により制作したモニュメン

「春 ほんのり頬そめた桜の下で生命の始まりを トです。そして、そのモニュメントの「成長」が

祝う」「夏 青葉繁る校庭で生命の熱さを感じる」 今年度のめざす学校像となっています。

「秋 色とりどりに編みあげた大屋の里で生命を しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止に

ゆずる優しさを知る」「冬 一面の銀世界につつ より、学校は４月２２日より臨時休校となり、５

まれて生命のつながりを祈る」 月１８日より段階的に教育活動を再開することと

そして、最後のまとめの言葉が冒頭の一節です。 なりました。学校が再開され、改めて実感したの

察するに、この額は、歴代校長のどなたかが、大 が、「学校に子ども達の笑顔があふれ、教室から

屋小の四季折々の素晴らしい景色と、そこで営ま 元気な声が聞こえてくる。」これが学校であり、

れる子どもたち活動を目にした時に感じた思いを 子ども達と学校生活を送れる有難味を実感しまし

言葉と写真で表したのだなと。そして、こうした た。学校が始まれば、毎日いろいろなことが起き

ものを創りたい（残したい）ほど、大屋小学校を ますが、それでも学校は楽しいところです。

愛していたのだなと。 このような中、これからの予測困難な時代に学

着任して間もない私は、まだ「桜の下の子ども 校としてどのように立ち向かい、新たな発想で教

たち」と「青葉繁る校庭の子どもたち」しか見て 育活動を進めていくために「学校デザインプロジ

いませんが、それでもこの言葉の意味がなんとな ェクトチーム」を立ち上げました。また、学校と

くわかる気がします。なぜなら、私が本校に着任 地域の協働連携も不可欠な時代であり、「地域連

して早々に感じたのが、なんとも言えない懐かし 携協働チーム」が中心となり、地域の教育力をさ

さと居心地のよさであり、桜や新緑といった自然 らに学校に取り入れていくようにしました。勿論、

の美しさだったからです。さらに初めて入る校舎、 多忙化解消もあり、いくつかの委員会もスクラッ

初めて会う子どもたちなのに、学校の中に入って プしました。これからは、組織をさらに生かし、

も、また、子どもたちとふれ合っても、全く違和 教職員の英知を結集していきたいと思います。

感を感じません。これまでずっとこの学校にいた コロナ感染症防止対策は、これからも続き見え

かのように安心してすごすことができていること ない部分もありますが、この状況下で「人間万事

に不思議な感覚を覚えています。初めて訪れた地 塞翁が馬」という格言を思い出します。これから

域、学校でなぜそう感じたのかはわかりませんが、 ますます予測不可能な社会になっていく中、周囲

同じような感覚を歴代の校長先生方も持たれてい の状況に振り回される

たのではないでしょうか。 ことなく、めざす学校

統合を２年後に控え、本校最後の校長となるか 像である成長のモニュ

もしれませんが、自分の役目を常に自問自答し、 メントとともに、歩み

歴代の校長先生方がなされてきたように、じっく 続けていきたいと思い

りと子どもと向き合い、そして育て、地域に貢献 ます。 どうぞよろしく

できる学校を創っていきたいと思っています。 お願いします。
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「拓魂精神」を胸に新たな挑戦へ 縁と恩、関わりの中で生きる

西郷村立川谷小学校長 佐藤 仁一 棚倉町立棚倉小学校長 鈴木 雅人

今から２７年前、私は川谷中学校で教員生活を 今回の異動で、三度目の棚倉小学校勤務となる。

スタートさせました。当時、新採用教員として、 一度目は、昭和６１年４月から５ヶ月、二度目は

この校舎で初任者研修を行い、多くの先生方にお 平成１２年から４年間、そして今回である。

世話になったことを思い出します。そして何より 昭和６１年は、今でいうフリーターの後初めて

も、川谷の子ども達や保護者、地域の方との楽し 講師として教壇に立った年である。当時２年生担

い思い出は今でも鮮明に覚えています。 任の先生が産休に入り、その補充教員としての振

そして今年４月、その川谷小・中学校に新任校 り出しである。後に、その産休に入られた先生と

長として着任しました。校長室の窓からは当時と は私が教頭時代、校長時代、二度もご一緒したの

変わらぬ景色が広がり、まるで故郷に帰ってきた も何かの縁である。

ような不思議な気持ちになりました。 二度目の平成１２年は、表郷村（現白河市）教

４月のある日、校長室に３つの贈り物が届きま 育委員会に派遣社会教育主事として勤務した後の

した。１つ目は、川谷で初めて担任をした生徒た 異動であった。異動したその年に５年生を担任し

ちからの贈り物です。それを見たとき、当時の緊 久々の担任の喜びをかみしめたものである。しか

張した出会いや初めて卒業させたときの感動がよ し、その喜びも束の間、翌年から教務主任となり

みがえり、教師のやりがいや子どもの成長に関わ それ以来担任はせずに教頭となった。つまり、こ

る喜びを学ばせてもらったことに、改めて感謝の の棚倉小学校は最後に担任をした学校であり、教

気持ちでいっぱいになりました。２つ目は、川谷 諭として最後に過ごした学校でもある。

で一緒に勤務した先生からの手紙です。その先生 そして、今回校長としての赴任である。多分私

は、授業のことや学級経営のことなど、教師とし の年齢からすると最後（人事は何が起こるか分か

ての基本を教えてくださいました。手紙を読み終 らないが・・・）の学校になるであろう。そう考

えた時、その先生の背中を今日までずっと追い続 えると、最初の教え子、最後の担任、最後の教諭

け、自分が今ここにいることを実感しました。３ としての勤務、教職最後の学校、と棚倉小学校は

つ目は、川谷小学校の子どもたちから届いた手紙 私の教職人生にとって節目の学校で、深い縁があ

です。手紙には、「頑張ってください。応援して る。さらには、私と同一校での勤務が二度目の職

います。」と心のこもったメッセージが書いてあ 員や以前の学校の保護者としての関わりのある職

りました。毎日、期待と不安が入り交じる中、そ 員も多数おり、職員との出会いにも縁がある。ま

の手紙は私に勇気をくれました。川谷の子ども達 さに今、私は縁の中に生きている。

が、私の背中を強く押してくれたのです。 今回の異動で、自分が縁の中で生かされ、その

ここ川谷は私の教員生活の原点であると同時に 縁によって如何に恩を受けてきたかを再認識して

校長としての新たな挑戦の地となりました。３つ いる。少し前までは、「退職したら携帯電話を破

の贈り物は、私を育ててくれた皆様への感謝の思 棄して俗世間との縁を切り、山にこもり自給自足

いと、持てる力全てを川谷での学校経営に注ぎた で暮らしたい。」などと戯けた多少非現実的な思

いという思いをより一層強くさせてくれるもので いをもっていたが、何と浅はかだったことか。

した。当時の子ども達は今では保護者に、当時の 校長室のとある生命保険会社の日めくりカレン

保護者は今は地域の応援団として協力いただいて ダーに「与えた恩は忘れろ、受けた恩は忘れるな。」

います。昔と変わらぬ川谷の「拓魂精神」を胸に という言葉が書いてある。まさにそのとおりだと

刻み、目の前の子ども達のために全力で学校経営 思う。受けた恩に報いるためにも棚倉小学校の子

に取り組む決意です。校長会の先輩方から多くの どもたち、職員が充実した日々を送ることのでき

ことを学び、「川谷ならでは」と言える特色ある る学校を創りたい。人は縁の中で生き、恩を受け

学校づくりに努力してまいりますので、よろしく て育つのである。縁を粗末にしてはならない。恩

お願いいたします。 を忘れてはならない。そう更に思う日々である 。
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道 山岡小学校児童の新たな出発のために

棚倉町立社川小学校長 坪井 浩一 棚倉町立山岡小学校長 嘉成 靖

臨時休業期間中の高校入試、そして卒業式。修 校舎の周りでは、野鳥がさえずり、様々な花が

了式は実施しない。異例の対応が続く中、棚倉町 咲き、虫が飛び交う。校舎は森の中にあるレスト

立社川小学校へ異動となりました。二度目の小学 ランを思わせるようなモダンな建物。休み時間に

校勤務ですが、今度は立場が違います。校長経験 なると「校長先生遊びましょう。」と、男の子が

のない私には経験に裏打ちされた部分が欠けてい 誘いに来る。校長も遊びのメンバーの一人。

ます。「よりよい対応をするためには、知識や経 ６月の棚倉町議会で、山岡小学校１４６年の歴

験に裏付けされた判断が必要である」という言葉 史に幕を下ろすことが決まりました。いよいよ棚

が何度も脳裏をよぎりました。この短い期間にも 倉小学校への統合と本校の閉校への歯車が回り始

棚倉町教育長様を始め、町内の校長先生方から多 めた事を感じました。

くのご助言をいただき、感謝・感謝の毎日でした。 １年間の教育活動を通して、「児童が夢や希望

また、学校給食や音楽教育など、未経験な分野 を持ち、棚倉小学校・棚倉中学校へ進級・進学し、

も担当することになりました。校長会の総会は開 一人一人が意欲をもって学校生活を送ることがで

かれたものの、その後の会は全て中止となってし きる」児童の育成を目指します。そして、将来地

まいました。お会いしてお願いすべき内容も電話 域の支えとなる児童が、地域と共に新しい未来へ

が中心となりましたが、依頼された校長先生方は 希望をもち、明るい気持ちで歩んでいけるよう「山

皆明るく張りのある声で「了解しました」「喜ん 岡小学校新しい未来へのプロジェクト」を進めて

で」などと答えてくださり、私の不安は一掃され いきます。

ました。ほっと一息つきながら、「向山行雄全連 子どもたちに夢や希望をもたせるためのツール

小顧問代表祝辞（要旨）」を思い出しました。一 の１つにキャリア教育があります。昨年度私は、

部を引用します。 「ＰＤＣＡノート」を活用して教職員の多忙化感

の解消の研究を行い、成果を得ることができまし

た。この「ＰＤＣＡサイクル」を児童に身に付け

ることで、学校生活に達成感を味わわせることが

できます。そして将来、ＰＤＣＡサイクルの見方、

考え方で仕事や生活を見つめることができれば、

夢や希望をもって生きていけると考えています。

これがＰＤＣＡサイクルに基づいたキャリア教育

です。早速、６月から始まる棚倉小学校との交流

活動でＰＤＣＡカードを使い始めました。目標を

もって棚倉小学校との交流活動を行い、その活動

令和２年度の教育課程も大幅な変更を余儀なく を振り返り、次の目標を設定するというサイクル

されることになりました。そのような状況下にお を繰り返します。このカードを他の活動でも繰り

いても「志」を失わず「夢と希望と目標」を示さ 返し使うことで、ＰＤＣＡサイクルの見方、考え

れる校長先生方に囲まれ「人が最大の環境である」 方を児童一人一人に身に付けることができます。

との思いを一層強くいたしました。地域の実態に 令和３年４月「棚倉小学校・棚倉中学校へ進級

目を向け、耳を傾け、諸先輩の皆様を手本としな ・進学した山岡小学校の児童が意欲をもって学校

がら、東西しらかわの子どもたちのために微力を 生活を送ることができる。そして、将来、山岡の

尽くしてまいりたいと思います。そしていつの日 地域の支えになっている。」このことを願い、こ

か「自分も通った道だから･･」と笑顔で語れるよ の１年間の教育活動に取り組んでいきます。

うな校長になりたいものだと思っております。こ 東西しらかわ小学校長会の皆様、どうぞよろし

れからも、どうぞよろしくお願いいたします。 くお願いいたします。

「小学校時報 No.803」（H30.7)

【向山行雄全連小顧問代表祝辞から是非ともの部分を抜粋】

・ 校長先生方には、是非とも世界に冠たる我が国の初等教

育のよさを再認識していただき、「変わらぬもの」のよさ

を価値付けていただくとともに「変えるべきもの」を見極

めて取り組んでいただきたい。

・ 校長先生方には、是非とも学校経営の志を高く掲げてい

ただきたい。

志とは、「夢と希望と目標」であります。学校の理想を

高く掲げる、その道を示す、そこに課題が生じれば、橋を

架ける、崖を削るなどして道筋を整備する。

古今東西、これがリーダーの真の役割です。
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「教師の信条」と「学校の信条」 目指すもの

塙町立笹原小学校長 兼子 知久 鮫川村立鮫川小学校長 齋藤 雅彦

『教師の信条』 ６年ぶりに、再び鮫川小学校に勤務させていた

一 心身ともに健康な教師 だくことになりました。東日本大震災後、約３年

二 子どもとともに伸びる教師 間勤務させていただいた鮫川小学校には、新緑の

三 子どもとともに遊べる教師 山々を背景に校庭の桜が満開に咲き誇る以前と変

四 自立性に富み責任感の旺盛な教師 わらない景色がありました。着任後、改めて鮫川

五 お互いに敬愛し協力のできる教師 小学校の沿革をたどってみると、明治時代の鮫川

六 合理的、能率的に仕事のできる教師 村の収入に占める教育費の割合は、最高で７５パ

本校職員室の正面の壁に、大きな額縁に納めら ーセントとかなり高いものでした。教育にかける

れた『教師の信条』というものを掲げています。 先人の強い思いを感じたところです。

それはそれは素晴らしい達筆の書で、歴代の校長 森の案内人による、カタクリ群生地での植物の

先生が、その想いを伝えようと筆を執られたもの 学習や朝日山を登りながらの動物の生態の学習。

と察しております。以来本校に在籍された先生方 田植えや稲刈りなどの体験と関連させながら、田

が心に留め、教育活動に当たられてきたかと思う んぼの生き物や植物の生命力の素晴らしさを教え

と、この言葉の重みを痛感せずにはいられません。 てくれる特別非常勤講師。低学年の体力向上推進

この『教師の信条』は、めまぐるしい勢いで変 のために、運動教室に協力してくださるトレーニ

化し続ける昨今の環境の中においても、どの時代 ングセンターの職員の方々。学校教育に協力して

においても、あるべき教師像として捉えることが くださるたくさんの方々にお世話になりながら、

でき、機会あるごとに先生方と確認し、振り返り 地域に根ざした教育活動を進めているところで

の場、教育活動のあり方を考えるものにしていま す。これらの多様な体験活動が特色でもある本校

す。当然のことではありますが、この教師の姿で の教育活動において、私自身が目指していきたい

あれば、教育活動は充実し、子どもたちの健やか ものがあります。

な成長をより育むことができます。そして、自ず 初任者の時、ある教育事務所の管理主事より、

と学校全体も組織も活性化していくものとして、 教師という仕事はどんな仕事かと問われました。

先生方で共有するようにしています。 私は学習指導や生徒指導のことを答えたのかもし

僭越ながら、私としては、この信条の「教師」 れませんが、きっとありきたりの内容であったと

の部分を「学校」という言葉に置き換えて、学校 思います。そして、管理主事からはこんな言葉を

運営に当たるようにしています。 いただきました。

『学校の信条』 「あなたの仕事は、まず子どもたちの命を守るこ

一 心身ともに健康な「学校」 とです。次に、子どもたちが独り立ちできるよ

二 子どもとともに伸びる「学校」 うに教師として関わっていくことです。」

三 子どもとともに遊べる「学校」 これからもこの言葉を大事にしていきたいと思

四 自立性に富み責任感の旺盛な「学校」 います。命を守る環境づくりと児童の安全・安心

五 お互いに敬愛し協力のできる「学校」 に関する意識を高める指導とは。知識や技能を教

六 合理的、能率的に仕事のできる「学校」 えるだけではなく、一人一人が独り立ちした時に

新任校長の私としては身が引き締まる思いで 必要とされる資質や能力を身につけさせる指導と

す。先生方にはこの教師像を目指し、更に力をつ は。本校の教育活動一つ一つを、この二つの視点

けていけるような環境を構築すること、そして、 で検討しながら進めていきたいと思います。

学校全体・組織をより強固なものにすることが校 今年度の本校の重点目標は、「自立と自律」で

長の役割と新たに決意しました。この「信条」を す。私自身の未熟さを常に振り返りながら、鮫川

胸に刻み、あるべき『学校像』を確立していきた 小学校の職員と一緒に「やがて独り立ちできる児

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 童」の育成を目指していきたいと思っています。


